
メンター・メンティ合同研修
 メンター制度を効果ある取り組みにするために
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【挨拶】

「本日はメンター、メンティ合同研修です。メンター制度の理解、コミュニ
ケーションスキルの確認、そしてメンタリング１回目として相互理解の時
間を設けています。通常は、メンター、メンティ別々で実施することが多
い研修ですが、一緒に受講することで共通認識や共通言語がうまれ、
実際のメンタリングがスムーズに進みやすくなります。コミュニケーショ
ンスキルについても、傾聴や伝え方、質問などについては、メンティの
方自身も活用する場面がメンタリングに限らずあると思いますので、一
緒に確認していただきます。ワークもありますので、楽しみながら受講
していただければ幸いです」



メンター・メンティ合同研修概要
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【目的】
1．メンター制度理解
2．メンタリングに必要な役割やスキル理解
3．メンタリング第一回：相互理解

内容

1

◆メンター制度と貴社における目的、取組み
◆メンタリングを効果的なものにするために①
－理想のメンター、メンティ、うまくいかない・効果的にならない時（個人ワーク、グループ共有）
－メンター制度やメンタリングにおける課題
－昨年実施者の声共有とメンタリングテーマ例共有
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【受容と傾聴】
◆受容
－事例で考える①（個人ワーク、グループ共有） 事例で考える② 受容とは
◆傾聴とは：ロジャーズの3原則、3原則を邪魔する要素と意識ポイント
◆傾聴技法
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【伝え方】
◆伝え方で相手の反応や行動が変わる：事例紹介
◆EQ（心の知能指数）
◆伝え方①肯定表現 ②アサーション（個人ワーク） ③DESC法（個人ワーク、グループ共有）
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【質問】
◆質問の種類とポイント
◆質問の効果、特性、ステップ
◆質問の役割① 考える訓練 役割② 視点の切り替え、行動促進 （個人ワーク）
【メンタリング1回目】
◆お互いのことを知ろう！（メンター、メンティ間での共有）
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【目的とカリキュラム案内】

「本日の目的とカリキュラムはこのようになっています。メンターの方は、
こちらにプラス1時間、メンターとして知っておいていただきたいことをお
伝えして終了です」
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メンター制度とは

メンター メンティ

知識や経験が豊富 知識や経験が未熟

メンター制度は、知識や経験の豊かなメンター（助言者）が、未熟
なメンティ（相談者）に対して、環境、仕事への適応支援、課題解
決や悩みの解消、人間関係の築き方、意欲促進、キャリア形成
や心理・社会的な成長など総合的な支援を行う制度。
メンターとメンティのコミュニケーションをメンタリングと呼び、通常
個別、定期的、継続的に実施する。

■ メンター制度とは
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【メンター制度とは】

「メンター制度は、知識や経験が豊富な人が、浅い方の支援を行う制度で、豊富な
人をメンター、浅い人をメンティと呼び、両者のコミュニケーションをメンタリングと呼
びます。

１対１の個別で、定期的、継続的に行うことで

メンティにとっては、
・
・
・設定したことを、ある意味強制的に振り返る機会になり成長につながりやすい

メンターにとっては
・固定観念や先入観のないメンティの話を聞くことで、新たな気づきにつながる
・自身のやり方を振り返り、考える機会になる
・コミュニケーションスキルのトレーニングになる

といったメリットがあります。

対象者、目的は企業によって様々に設定されますが、御社では

〇〇〇〇〇

を目的に設定されていると伺っています。
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メンター制度とは

直属
上司・先輩

メンティ

メンター

事務局

業務上の
指示・命令

メンタリング
（双方向対話）

斜めの関係

他部署

サポート

サポート

■ メンター制度 全体像

守秘義務
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【メンター制度全体像】

「メンター制度の特徴は、斜めの関係と言われる組み合わせにあり、異なる
部門の先輩や上司とペアを組むところにあります。メンタリングにおいて話さ
れる内容は、原則守秘義務として他に共有されることはありません。もちろん、
内容が、メンター、メンティの間で対処できないものであったり、重大な内容、
メンティのために動いた方がいいとメンターが判断した場合は、メンティの許
可を得た上で事務局に相談することになります。

斜めの関係のメリットは、利害関係にないことです。評価に関わらない、日常
で一緒にいないため率直に相談しやすい、話が素直に受け入れやすいという
メリットがあります。

一方で、メンター、メンティともに認識しておいていただきたい点としては、実
務に関する指導やアドバイスはできないという点です。斜めの関係であるた
め、メンターは直接の業務内容が分かりません。メンターは、専門的な事や
知らない事については、適当なことを言えないので、具体的な実務に関する
相談は控えた方がいいと認識しておきましょう。
もちろん、優先順位の付け方やビジネススキルなど、仕事の考え方や進め方、
手法は相談できます。

会社や職場環境、人間関係、ビジネススキル、その他、気になったことや困っ
ている、悩んでいることなど、人間力の成長を支援してくれる人がメンターと
捉えればいいでしょう」
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メンタリング メンタリング メンタリング
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定期的・継続的に実施（就業時間中）

報告

メンター制度とは

■ メンタリング実施イメージ
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【メンタリング実施イメージ】

※下記一般論を話した上で、研修実施先の要項をふまえて説明

「メンタリングは、基本的には、会社の制度として就業時間中に実施します。
期間は半年から一年で設定されるケースが多いです。期間を終えても、メ
ンター制度自体はずっと継続します。メンティだった方がいずれメンターに
なることで、経験をふまえた実施で更にいいメンタリングができるようになり、
育成文化醸成にもつながります」

「事務局に対して、『報告』とありますが、お伝えしたようにメンタリングにお
いて話された内容は守秘義務があるため、ここにある報告とは、『実施しま
した』という実施報告になります。ただ、先程お伝えしたように、なんらかア
クションした方がいいと感じた場合は、メンティの許可を取って事務局に相
談するようにしましょう」

メンティへの伝え方例）
この内容は、あなたにも会社にも大きな影響があると思うので、できれ
ば事務局と相談して解決した方がいいと思うがどうだろうか？と確認。
メンティから許可が出れば事務局に共有。許可が出なければ、直属の
上司など相談できる先がないか一緒に考える
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＜理想のメンター＞ ＜理想のメンティ＞

メンタリングを効果的なものにするために

■ ワーク1：メンタリングについて考える
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【メンタリングについて考える】

1．ワーク案内
「まずは、せっかくメンター、メンティ、両方が揃っているので、メンタリン
グを効果的なものにするために、理想のメンター、メンティについて考え
てみましょう。相手が自分にどんなことが求めているのかを率直に共有
したいので、メンターは理想のメンティについて、メンティは理想のメン
ターについて考えてください。個人で考えた後、グループで共有し、全
体で共有します」

個人ワーク、グループ共有、全体共有

2．講師解説
（挙がった意見を参照しながら、アニメーションを表示して解説）
「メンタリングを効果的なものにするためには、メンター、メンティの間に
信頼関係があることが前提となります。そこで、信頼関係を築く最初の
段階として、お互いのことを知る、相互理解を進めるために、互いに自
分のことを開示することが最も大切です」
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■ メンター制度やメンタリングにおける課題

【課題】

□ 機会確保：

□ 目的・テーマ・目標がない・曖昧

□ 取組み姿勢の問題：

□ 問題が発生しているにも関わらず、惰性で継続している

□ 関係性（ ）

【起こりがちな失敗事例】

□ メンターが相手視点に立てない：

□ 安心できる場であるはずが、プレッシャーの機会となっている

－双方の発言や態度

－

－

□ 直属の上司・先輩との関係性

□ 極度に依存し過ぎる、構い過ぎる

メンタリングを効果的なものにするために
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【メンター制度やメンタリングにおける課題】

「メンタリングを効果的なものにするための事前情報として、メンタリングにおける課題、起こりがちな失敗事
例を共有しておきます」

＜課題＞
・機会確保：業務が忙しくてメンタリングの時間が確保できなかったという声がよく挙がります。お勧めは、

メンタリング期間終了までの実施日程を先にスケジュールに確保しておくこと、予定日に業務が入っ
てしまった場合は、次回まで延期ではなく、すぐ近い日付で再設定して実施することです。

・目的・テーマ・目標がない、曖昧：最初からこだわる必要はないですが、メンティが自立している場合や
「ほっといて欲しいタイプ」の場合は、「特に相談することありません」で終わりかねません。後で共有
しますが、最初にメンターメンティ間で終了までの目的やテーマを決めていくことがお勧めです。

・問題が発生しているにも関わらず、惰性で継続している
うまくコミュニケーションが取れない、悩みや相談が解決されていないまま、次のテーマに移るなど、
問題があるのにそのまま実施しても効果はありません。相互に問題に向き合う、必要なら事務局に
相談するなどして、解決してから進めるようにしましょう。

・関係性：メンタリングの目的にコミュニケーション強化がありますので、お互いにがんばって改善していた
だきたいところです。ただし、どうしても難しい、という場合は事務局に相談しましょう。

＜起こりがちな失敗例＞
・メンターが相手視点に立てない：（アニメーション表示）よくあるのが、「なぜそんなことで悩む」と感じて、
それを伝えてしまうことです。これを言われるとメンティは相談しづらくなります。

・安心できる場：
双方の発言や態度：高圧的、発言がきつい、無反応といった態度は、相手の話す気を失わせます。
テーマ・目標のレベル：高すぎる、低すぎると成長にはつながりません。
押し付け：自分はこうだったという事実共有はいいが、考えや価値観の押し付けは避ける。それをやると

 メンタリングがつらい時間になってしまいます。
・直属の上司・先輩との関係性：上司や先輩がメンタリングでどんなことを話しているんだろうとジェラシーを
感じたり不安を抱くことをさします。もし、こういう状況になった場合は、メンティから「こんな話をしてます」
とテーマだけ共有するのも一つの手です。

・依存、構いすぎる：メンティが自立できなくなってしまいます」
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STEP1
早期定着

STEP2
成長 （個人・会社）

期待値

■ テーマ例

メンタリングを効果的なものにするために
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【メンタリングテーマ例紹介】

「先程、メンタリングの課題として、目的・テーマ・目標がない・曖昧という話を
しました。色んな企業で、メンタリング実施後の振り返りで、よく挙がってくる
悩みとして、『途中で話すことが無くなった』『予定時間よりも大幅に短く終
わってしまう』ということがあります。時間を消化することが目的ではありませ
んが、せっかく会社の制度として、互いの貴重な時間を投資して実施してい
るので、有効にしたいですよね。

そこで、（アニメーション表示）メンタリング開始時に、終了までの大まかな
テーマや目的、ゴールを一緒に決めておくことがお勧めです。そうすることで、
話す軸が定まり、メンタリングが決めたことの状況確認からスタートできるの
で、話すことが無いという悩みは解消します。例えば、メンティが新入社員だ
と、まずは慣れることが一番ですが、目指す姿やありたい状態を決めたり、
実務以外のスキル、タイムマネジメントや考える力などを磨くなど、キャリア
や成長をテーマにすることも有効です。

もちろん、それより優先度が高い相談や悩みが出てくれば、その内容を優先
して取り組むということで問題ありません」
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あなたは、コンビニエンスストアで朝ごはん用に、おにぎりと袋にパッケージされた三角形のサンドウィッチを一つ
購入しました。店員がバーコードで処理をし、袋に詰める際に、「あっ！」とサンドウィッチをカウンターに落としてしま
いました。先が少しつぶれてます。「え～！？」と思いながら、あなたは見ていましたが、店員は、

A 「申し訳ありません」と言いながらサンドウィッチを拾い、袋に入れた後、「申し訳ありませんでした」と頭を下げな
がら、再度お詫びをして渡してくれました。

B 何も言わずに、さっと落ちたサンドウィッチを拾ってそのまま袋にいれ、「ありがとうございました」 と普通に言って
  終わりました。

C 「申し訳ございません、新しいのと取り換えてきますね」とさっと移動し、新しいものを持ってきて、お詫びしな
がら渡してくれました。

A～Cの対応をされた時、あなたはどう感じますか？それぞれ記載しましょう。

あなたにとって好ましい対応はどれですか？

メンタリングスキル：受容

■ ワーク2：事例で考えてみる
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【受容：事例で考えてみる】

1．ワーク案内
「まずは受容からです。ワークで考えてみましょう。この状況において、A～Cの
対応に対して、どのように感じるかと、自分にとって好ましい対応はどれかを記
入してください。個人で考えた後、グループで共有、全体で確認します」

個人ワーク、グループ共有、全体共有

2．講師解説
「発表で分かったとおり、A～Cについての感じ方や好ましい対応は人によって
違います。育ってきた環境や今までの経験によって確立された価値観が異なる
からですね。先程、失敗事例でお伝えしましたが、自分と価値観が同じとは限ら
ないと認識してコミュニケーションをはかりましょう」

「もう一つ、事例で考えてみます」
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